

























その結束，江戸という都市は，それぞれ異なるイメージ構造で捉えられており， ー方では. I水J， もう
ノjでは「通り」が.イメージ構造の軸となうている事が分かった。また， SFがそれぞれの地域を特徴付け
る事でわかりやすさの要肉となっていた。
第3草ーでは.現荘から未来に対応し得る， SFの概念規定を行う事を国的とし近代から現代までの都市
空間の構成要素を，機能と形態の2而から整珂・分類したのこれらによって得られた都市に求められる機
能の複雑化とSFの形態の変化から，時代の変化に絶え得るSドの位置付けとして， SFを「都市空間におい
て，人の屋外生活を直接・間接的に支える謹置としての明間構成要素(ただし建築物は除く)Jと定義した。
吏に. SFを人の行為を~!由として分績を行ったο
第4章では，前章で提案したSFの概念規定を用いて，商業地におけるSFの特性をフィールドワークによっ
て明らかにしようとした。文，提案した概念の台ー用性を検証する事も胃的とした。
第5章では，同業地に引き続き，大学キャンパスにおける 2つの異なるオープンスペースを対象とし、
SFが人の行動にどの様に影響しているかをいド聞の長期観測lから分析すると共に，概念規定の検証も行っ
fこ。
第6章では， Sドと空間のイメージとの関わりについて考察している。節5草ーで取り上げた，大学キャン
パスにおける異なる 2つのオープンスペースを事例とし， SD法によるldIr-分析から，それぞれのソ巨聞にお
けるイメージ構造の把握をここみた。又，個々のSFにおける~酬の凶-f分析結果から，同様に評価されて
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いるSFのグループを把握できた。
第7章では，各草ーでの成東をまとめた結論である。まず第1に.SFは.担問を特徴付けることでその地
域のアイデンティティを高める役割を果たし都市の分かりやすさの要因となり得る事が分かった。第 2
に.SFの変還を把握することで， SFを「都市空間において，人の胃外牛ー活をl曹ー接・間接的に支える装置と
しての空間構成要素|と定義することができ.時代の抗れによるSFの変化に，対応し得る捉え方ができた。
第3に.Sドの概念規定を用いて，商業地及びキャンパスの現地調査から，それぞれの地域におけるSFの特
性と，人や環境との関わりを明らかにする事ができ，尚Eつ，ここで提案したSFの概念規定の宵用性を検
証することができた。第4に.空間のイメージに於けるSFの重要性を明らかにできた。
論文審査の結果の要旨
本論文は，建築物を除く都市空間の構成要素を，人の屋外牛
しし，外部空聞における人間の，心L、埋と行動を捉えることで，その概念、を整理するとともに尚業地と大学キャ
ンパスという 2つの場所における時間的，空間的側面からの詳細なフィーノレドワークによって，その概念
規定の有用性を検証している。
本論文の特徴は.環境デザイン学の見地から，複雑な都市景観を総合的に統括する概念を人の行動と関
係づけ，紬2畠:な探'チ主的研究結果にもとづいて理論化している点である。従来の景観研究が建築物中心であっ
たのに対し都市の構成要素を対象とした物理的な環境のシステムと人聞のシステムの相1i依存性に着目
した環境デザイン学からのアプローチは.今後の畏観研究への新しい方向性を示峻している c 本論文の第
2の特徴は，研究成果の社会への適刷を前提としている点である。そのため研究過程では常にT_業デザイ
ナーや専門家，行政関係者，コンサル関係者らと立見交換を重ね特に， ストリートファニチュアをH本で
初めて万博において実現させたGKデザイン研究所とは多くの，む見交換を行い研究内容に反映させている。
第3に景観の総合的特質の把握を目的に多曲的角度から追求している点である。歴史的事例，現象学的説
明. 自由形式によるインタビュー，長時間にわたる観察， ビジュアルな記録に基づく人と場所のうど万作用
の質的.量的f巴棋など，環境と人間行動との関係を様々な機需や研究方法を駆使することで時系列的探索
研究を行っているの
木論文の展開は，まず2つの肘}到に捕かれた絵をK.リンチの都市のイメージ論を用いて分析し，近世の
江戸という町のイメージを特徴づける要肉として，ストリートファニチュアが果たしている役割を明らか
にしその重要性を論じている。次いで，日本と諸外国における近代から現代におけるストリートファニチA
アの実態を把握しその機能と形態の変化を整理分類することで時代による変科きの)j向性を模索してい
る。さらにフィールドワークでは，環境要因と人の行動要凶の相互作用を把握しー人の行為Jでストリー
トファニチュアの機能を規定することの角意味性を実証しているの商業地では，通行の場としてのストリー
ト性をもっオープンスペースも群集の滞留で通h速度が越ちてくることによって広場性をもつようになる
こと，滞留を促す待つ・誘う・帰る・もたれるなどの行為は，ストリートファニチュアの転用で誘発され
ていることなどを，人の行動分析によって明らかにしている。 1年間の長期j定点観測による大中キャンパ
スにおける研究では，オープンスペースにおける人の行動は年間を通じて 3つの型があり.人の滞留行動
の分布はストリートファニチュアに左右されるなどの知|見を得ているc また， ストリートファニチュアの
詳価と空間評価の閃-f分析結果から，空間のイメージ構造を求め，池. r.寅/11照明，床面などがオープンス
ペースのイメージに深くかかわっており，空間のアイデンティティを高めていることを明らかにしている。
以上，本論文は課題の大きさから考えると未だ未解決!J'IllJ逝を内包しているものの，諜越へのアプローチ
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方法の先駅性，環境と行動の交E作用を把握するための時系列にもとづく鰍密で多面的なフィー Jレドワー
クの実績の積み重ね，文献や資料の的碓な論点整理とその総合化など柔軟で独創的な研究であり.今後の
景観研究への新しい方法論の確立とその方向性を示唆する研究として高く評価できる。よって，本論文は
博士(学術)の学位を授与するに価するものと認められる。
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